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hemiparetic lower limb on independent stair ascent and descent with the use of an
ankle foot orthosis in stroke patients．Japanese Journal of occupational medicine and
traumatology．(In press)

Japanese Journal of
occupational medicine
and traumatology

Yoshiteru Akezaki, Yoko Tsuji, Atsuki Matsuyama．Relationship between walking
speed necessary for road crossing and 6-minute walk distance in the stroke
patients．Japanese Journal of occupational medicine and traumatolog,2017；.65：166-
169.

Japanese Journal of
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and traumatolog

Yoshiteru Akezaki, Yoko Tsuji, Atsuki Matsuyama．The physical function of stroke
patients necessary for an independent gait with the use of an ankle foot orthosis．
Japanese Journal of occupational medicine and traumatolog,2017；65：132-136.

Japanese Journal of
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and traumatolog

青儀健二郎. 第Ⅱ章レジメン別プロのコツ 1薬物療法⑫Gemcitabine単剤・
Gemcitabine+Paclitaxel療法-忍容性は良好であるが、間質性肺炎に注意-. 乳がん薬
物療法 副作用マネジメント プロのコツ・増田慎三 2017 : 365-368 メジカルビュー社、
東京

乳がん薬物療法 副作
用マネジメント プロの
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井上実穂．家族の揺れ動く気持ちに寄り添うケア　：エンドオブライフケア
2018;1(6);35-40

エンドオブライフケア

井上実穂.多領域における心理的アプローチの展開　～がん領域の立場から～　：医
療　2017:71:342-345

医療

岩屋眞理子、山本佳奈、菰田あすか、澤田佳枝、森ひろみ、中本珠世、胃がん術後の
食生活への動機づけ　；中国四国地区国立病院機構・国立療養所研究学会誌2018;13
巻；231-234

中国四国地区国立病
院機構・国立療養所研
究学会誌



大住省三. 遺伝性乳癌卵巣癌でのサーベイランス・リスク低減手術の実際. 乳癌の臨
床 2018 ; 33 : 15-22

乳癌の臨床

大住省三. 産婦人科医に求められるHBOCの知識. 日本女性医学学会雑誌 2017 ; 24 :
260-263

日本女性医学学会雑
誌

大西愛里紗、美濃部早紀、池田柊子、船上亜弥子、高橋さおり、青木清美、島田由美
子、　点滴化学療法を受ける患者の転倒予防への取り組み　患者の転倒予防への思
いと行動について　中国四国地区国立病院機構・国立療養所研究学会誌2018;13巻；
243-246

中国四国地区国立病
院機構・国立療養所研
究学会誌

岡　愛子、牧原　靖一郎：扁桃周囲膿瘍のCT所見と臨床経過：日本気管食道科
学会会報：2017：68巻 p217-221

日本気管食道科学会
会報

岡　愛子、門田　伸也、橋本　香里、花川　浩之：甲状腺葉峡切除後の甲状腺機能低
下についての検討：耳鼻咽喉科臨床：2018：111巻 p61-65

耳鼻咽喉科臨床

岡本奈美、西村理恵子、佐藤正和、山本珠美、田中慎一、小島健太．ホルマリン固定
乳癌細胞セルブロックを用いたホルモン受容体およびHER2検査における固定時間の
検討．日臨細胞誌2018; 57(2); 109-113

日臨細胞誌

菅雅代、平田早苗、高木泰代、岸田恵、村上直子、竹原和宏、婦人科外来がん患者の
術後補助化学療法における脱毛に関する思いや不安と対処行動　中国四国地区国立
病院機構・国立療養所研究学会誌2018;13巻；227-230

中国四国地区国立病
院機構・国立療養所研
究学会誌

清藤佐知子, 宮内一恵, 池辺琴映, 清水弥生, 山下夏美, 谷水正人. 癌患者および家族
(パートナー)のセクシュアリティに関する医療者の認識と支援の実態. 日本緩和医療学
会誌(Palliative Care Research) 2017 ; 12 : 739-746

日本緩和医療学会誌
(Palliative Care
Research)

清水さおり、田村加奈子、有江啓二、超音波検査においてDICOM　SRがもたらしたも
の。愛媛臨床検査技師会誌　2017；36：81-84

愛媛臨床検査技師会
誌

須賀みずき、白木里梨子、楠崎桜、片谷朝香、檜垣由美、青井恵、飯尾真奈美、玉田
五十鈴、　二交代制勤務導入に伴うＡ病棟看護師のワーク・ライフ・バランスの変化
安全で質の高い看護を提供するために　中国四国地区国立病院機構・国立療養所研
究学会誌2018;13巻；239-242

中国四国地区国立病
院機構・国立療養所研
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綱島千春、河村進、時吉貴宏、人工物を用いた乳房再建後感染症例への対応　人工
物を抜去しない救済処置で感染制御は可能か　Oncoplastic Breast 2017;2巻（3）；71-
77

Oncoplastic Breast

花川浩之、　疾患と病態生理　　組織球性壊死性頸部リンパ節炎　JOHNS 33巻
（11）、；1635-1638

JOHNS

原　文堅. 【乳がんに対する新しい診断法や治療法】 早期HER2陽性乳がんに対する抗
HER2療法. 腫瘍内科 2017 ; 20 : 205-211

腫瘍内科

原　文堅. 【乳がん薬物治療-明日の臨床を見据えて】 乳がん薬物治療　臨床現場で
の実践のために　トリプルネガティブ乳がんへの薬物治療. 臨床腫瘍プラクティス. 2017
;  13 : 119-124

臨床腫瘍プラクティス

原　文堅. 【乳癌学-最新の診断と治療-】乳癌の治療　乳癌の薬物療法と支持療法
乳癌の化学療法　転移・再発乳癌. 日本臨牀 2017 ; 75 : 367-372

日本臨牀

原　文堅. Breast and Endocrine Tumor　乳腺・内分泌腫瘍　発熱性好中球減少に対す
る支持療法　乳癌領域での現状と未来　進行再発乳癌におけるG-CSFの適応. 癌と化
学療法 2017 ; 44 : 2082-2086

癌と化学療法

原　文堅. 乳癌　進行再発乳癌のホルモン治療におけるパラダイムシフト. CLINICIAN
がん医療トピックス 2018 ; 65 : 42-47

CLINICIAN がん医療ト
ピックス

原田大二郎、野上尚之：【肺癌治療の最前線】 進行・再発肺癌の最新治療　非小細胞
肺癌における血管新生阻害薬の役割．日本内科学会雑誌；2017；106(6)：108-1116.

日本内科学会雑誌



渡邉智子、山口彩夏、坂東史郎、上村直也、黒田和彦、吉田功、急性混合性白血病、
T/骨髄形質（Mixed phenotype acute leukemia,T/myeloid,noｔ otherwise
specified;MPAL,T/myeloid)の一例、愛媛臨床検査技師会会誌、2018；37：65-70

愛媛臨床検査技師会
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伊澤直樹, 竹下茂之, 仁科智裕,View-point がん診療　「胃がん」 Topics Q&A.Cancer
Board Square2017 ;3:78-89

Cancer Board Square

横山　隆、藤本　悦子、横山　貴紀、坂井　美佳、大亀　真一、白山　裕子、竹原　和
宏、片岡　正明,子宮頸癌ⅢB期の治療成績とCCRT例の再発リスク因子,現代産婦人
科,2017:66（1）：39-43

現代産婦人科

横山貴紀、大亀真一、友野勝幸、藤本悦子、坂井美佳、横山隆、竹原和宏、寺本典弘.
術前化学療法が奏効しなかった漿液性癌の一例-低異型度漿液性癌-.(In press)
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会報

岡　愛子、門田　伸也、橋本　香里、花川　浩之　甲状腺葉峡切除後の甲状腺機能低
下についての検討　耳鼻咽喉科臨床2018 111巻　61-65

耳鼻咽喉科臨床

河村進　四国でのリンパ浮腫診療の歴史と四国リンパ浮腫懇話会の取り組み報告:日
本リンパ浮腫治療学会雑誌　2017第1巻第1号;p85-88

日本リンパ浮腫治療学
会雑誌

花川浩之，門田伸也，橋本香里，岡愛子　甲状腺髄様癌の治療実態　ATAガイドライ
ンとの比較  頭頸部外科2017、27巻(2)、235-239

頭頸部外科

梶原猛史, 仁科智裕.特集　大腸癌化学療法の最新知見切除不能進行再発大腸癌に
対する全身化学療法二次治療以降の選択―どの患者にどの治療を適応するか.消化
器の臨床2017 ; 20:118-122

消化器の臨床

岸田恵. 事例からみるアピアランスケア　皮膚障害（色素沈着）に対し、プロセスに合わ
せて介入した事例.　　臨床で活かす　がん患者のアピアランスケ 南山堂. 2017: 232-
235
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岸田恵・橋田愛．「実践例から学ぶ　がん薬物療法の曝露対策」・トイレの曝露対策に
ついて．がん看護.　2017年; 22巻7号:732-735

がん看護

宮内俊策, 牧　佑歩, 上野　剛, 杉本龍士郎, 山下素弘, 高畑浩之. 肺癌術後にステープ
ルラインに発生した炎症性腫瘤，非結核性抗酸菌症の2例. 日本呼吸器外科学会
誌.2017;31:598-603

日本呼吸器外科学会
誌

橋本 香里, 門田 伸也、【頭頸部悪性腫瘍の疑問に答える】 手術手技　喉頭全摘出術
で腫瘍切除の際のマージンの取り方について教えてください　2018,88(5);296-300
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原　文堅. 第Ⅳ章がん関連症状や宿主状態別対応 ⑬腎障害・慢性透析患者における
薬物療法の留意点と工夫　−正確な腎機能評価と腎排泄型薬剤の適切な減量が大切
−. 乳がん薬物療法 副作用マネジメント プロのコツ・増田慎三 2017 : 365-368 メジカ
ルビュー社、東京
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原田大二郎, 野上 尚之．シリーズ《呼吸器疾患　診断治療アプローチ》　肺癌 4章　原
発性肺癌治療の実際 3．薬物療法 3）血管新生阻害剤 .2018 株式会社　中山書店　東
京都文京区(In press)

呼吸器疾患　診断治療
アプローチ3　肺癌

原田大二郎, 野上 尚之．肺癌診療Q&A　一つ上を行く診療の実践　第3版 .2017 株式
会社　中外医学社　東京都新宿区(In press)

肺癌診療Q&A　一つ上
を行く診療の実践

香川 昭博, 則松 良明, 寺本 典弘, 前田 智治
7種の臨床材料を使用した液状化検体細胞診3方法における細胞所見の比較/66巻1
号 Page60-67/2017.01

医学検査

高橋 優太, 大田 耕司, 棚田 稔, 高畑 浩之．膵臓原発血管周囲類上皮細胞腫瘍
(PEComa)の1例. 日本外科系連合学会誌 2018: 43: 141-147

日本外科系連合学会
誌



山本 将一朗, 野上 尚之．【肺がんアップデート-基礎から最新トピックスまで-】 肺がん
における基本的な治療法　遺伝子異常(ドライバーがん遺伝子)を有さない非小細胞肺
がんの治療戦略．診断と治療.2017；105（11）： 1419-1425.

診断と治療

寺本典弘   がん登録で見る愛媛のがん診療 クリエイトハラ 松山 2017 全258p ISBN:
978-4-902428-20-9

クリエイトハラ 松山

小西 晴久, 山本 弥寿子, 横山 貴紀, 藤本 悦子, 坂井 美佳, 大亀 真一, 白山 裕子, 佐
藤 正和, 西村 理恵子, 寺本 典弘, 横山 隆, 竹原 和宏,漿液性子宮内膜上皮内癌と早
期子宮体部漿液性腺癌　4症例の検討,産科と婦人科,2017:84(8) 999-1004

産科と婦人科

小西晴久, 山本弥寿子, 横山貴紀, 藤本悦子, 坂井美佳, 大亀真一, 白山裕子, 佐藤正
和, 西村理恵子, 寺本典弘, 横山隆, 竹原和宏
漿液性子宮内膜上皮内癌と早期子宮体部漿液性腺癌 4症例の検討/84巻8号
Page999-1004/2017.08

産科と婦人科

小畠誉也, 落合亮二, 小林成行, 御厨美洋, 羽藤慎二, 大田耕司, 野崎功雄, 棚田稔,
高畑浩之, 栗田啓. 側方リンパ節転移を伴った9mm大の直腸neuroendocrine tumor G1
の1例. 日本消化器外科学会雑誌 2017;51:72-80

日本消化器外科学会
雑誌

松岡直樹　横山貴紀　藤本悦子　坂井美佳　大亀真一　白山裕子　横山隆　竹原和
宏：カルボプラチン過敏反応例に対するシスプラチン投与の安全性と治療効果. 癌と化
学療法. 第44巻　第13号　p2091-95　2017

癌と化学療法

松山厚樹，明﨑禎輝，横井賀津志．肩関節周囲炎患者に対する運動療法を併用した
電気刺激療法の効果．保健医療学雑誌,2017；8：38-43．

保健医療学雑誌

仁科智裕,下痢、大腸炎への対応.　がん免疫療法2017；1巻（7）；96-99 がん免疫療法

仁科智裕,下痢、大腸炎への対応.がん免疫療法　Cancer Immunotherapy 2017 ;1:24-
27
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杉原 進介、似たもの画像、あいまい画像を一刀両断!　画像診断道場　実はこうだった
[第61回]　股関節痛の原因は?(図説)　 日本医事新報2017；4858号 Page7-8

日本医事新報

杉原 進介、似たもの画像、あいまい画像を一刀両断!　画像診断道場　実はこうだった
[第75回]　良性神経原性腫瘍?(図説)　 日本医事新報 (0385-9215)4872号 Page5-
6(2017.09)

日本医事新報

西村理恵子，増田慎三，山城勝重，村田有也，松井哲，森淸，高橋將人，青儀健二
郎，伊東正博，前田茂人，倉岡和矢，尾崎慎治，市原周，佐藤康幸，田口健一，徳永
えり子，鈴木博義，渡辺隆紀．乳癌転移巣細胞診検体受容体検査の日常運用に関す
る多施設共同研究：ホルマリン固定細胞検体のアルギン酸ナトリウム法セルブロックに
よる標本作製の提案．乳癌の臨床 2017; 32(3): 249-257

乳癌の臨床

大越 祐介, 山下 素弘, 上野 剛, 末久 弘, 澤田 茂樹, 寺本 典弘
閉塞性肺炎を来した気管支閉鎖症の一手術例/31巻2号 Page160-164/2017.03

日本呼吸器外科学会
雑誌

大住省三, 清藤佐知子, 高橋三奈, 青儀健二郎, 杉本奈央, 金子景香. 遺伝性乳がん家
系での乳がん検診の実施. 日本乳癌検診学会誌 2017 ;  26 : 154-158

日本乳癌検診学会誌

大住省三. 患者さんのための乳がん診療ガイドライン 2016年版－改訂の要点. これか
らの乳癌診療2017-2018・福田護.池田正.佐伯俊昭.鹿間直人. 2017 : 123-129 金原出
版、東京

これからの乳癌診療
2017-2018

大住省三. 乳癌以外の乳腺悪性腫瘍. 1336 専門家による私の治療 2017-2018年度
版・堀進悟.今村聡.中西洋一.下川宏明.三浦総一郎.下瀬川徹.鈴木洋通.水澤英洋.直
江知樹.片山茂裕.宮坂信之. 2017 : 1478-1479 日本医事新報社、東京

1336 専門家による私
の治療

只信 美紀  , 菅原 敬文 , 片岡 正明   , 髙畑 敬之 , 小松 正明  , 竹原 和宏  , 高畑 浩
之 , 寺本 典弘
子宮頸癌同時化学放射線療法後に発症し、診断に苦慮した腹膜悪性中皮腫の1例
/62巻6号 Page759-763/2017.06.10
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只信美紀，菅原敬文，片岡正明，高畑敬之，小松正明，竹原和宏，高畑浩之，
寺本典弘．子宮頸癌同時化学放射線療法後に発症し，診断に苦慮した腹膜悪性
中皮腫の1例．臨床放射線62:759-763, 2017

臨床放射線

竹原和宏,リスクを考慮した子宮体癌診療,日本産科婦人科学会雑誌,2017:69（7）：
1507-1512

日本産科婦人科学会
雑誌

中田 英二, 杉原 進介, 菅原 敬文, 尾崎 敏文　脊椎転移の早期診断・早期治療による
麻痺予防とRTの治療成績　 整形外科最小侵襲手術ジャーナル (1342-3991)84号
Page29-41(2017.09)

整形外科最小侵襲手
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